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宮城県仙台市
● 活動名 ● 関係する学校名
富沢小学校 学校支援地域本部
リンク！とみざわ 仙台市立富沢小学校

 

● 

活
動
の
概
要
・
経
緯

　平成 23年度から「富沢小学校 学校支援地域本部」として活動を開始し、今年度で７年目を迎える。開校した平成 22年度に
は放課後子ども教室を開設している。また、新たな学区での地域の教育力を生かす取組として、PTAや社会学級の組織も生か
した活動が始まり、親父の会や町内会、地域諸団体とも連携して学校支援地域本部の基盤づくりを進めてきた。
　「リンク！とみざわ」の名称が示すとおり、地域の諸団体とのつながりを大切にして活動し、その結果、地域ぐるみで子供た
ちを育てる活動が学校を拠点に進められている。特に学校支援地域本部と同一のコーディネーターが放課後子ども教室と兼務す
ることで、地域ボランティアの共有が進んでおり、活動が広がる地盤となっている。

● 活動の特徴・工夫�
【特徴的な活動内容】
地域ボランティアは、学校支援地域本部と放課後子ども教室で共有され、活動内容にもそのことが反映してる。
①朝の読書タイムを利用し、読み聞かせサポーターが全学年対象に読み聞かせを実施　　
②クラブ活動や教育課程外活動（陸上教室）の際の指導補助・支援　
③学校行事（運動会、学芸会）での衣装、小道具、バック絵の製作支援と着替の補助　
④教育課程外活動として、合唱教室、囲碁教室、手芸教室、太鼓教室での指導・支援　
⑤放課後子ども教室の諸活動運営・支援・補助

【実施にあたっての工夫】
・地域教育協議会の運営は、スーパーバイザー（仙台市独自の地域コーディネーターの取りまとめ役）がリードして、具体的な活動
についての改善を図る議論が為されている。各組織で顔の見える関係づくりができており、それぞれの団体から、子供たちに関わる
活動の情報が発信され、風通しのいい運営が成されている。

・	学習支援ボランティアは、毎年登録制となっており、年度初めにスーパーバイザーから学習サポート内容の一覧を記載した文書が
保護者宛に発信される。活動が定着し、保護者の理解も進み、120 名程の登録がある。また、毎年新たな登録者も確保されており、
この他に地域からのボランティアも充実しているため、学習支援を手厚く行える体制が整っている。

● 事業を実施しての効果・成果�
・これまでの活動の積み重ねから、地域に定着した体制づくりがなされており、様々な地域の方々が子供の豊かな学びを支える体制
が構築されている。組織体制も複数のコーディネーターが核となり、地域運営協議会に関わる諸団体との日常的なつながりが維持さ
れているために、学校支援地域本部の体制も安定して保たれている。

・学校支援活動の内容も充実し、関わるボランティアの満足度も高いために、サポーターとして登録する人数も増えている。子供た
ちとの関わりを通じて地域の大人が元気をもらう姿や、地域住民が特技を生かし、自己実現を図るなど、生涯学習の視点からも好循
環が認められる。

地域を「リンク！」して
子供の豊かな学びをバックアップ！

 

●
体
制
図

開始年度 平成 23 年度 学級数 22 学級
児童・
生徒数

637 人

活動内容
■学習支援活動　　■部活動支援　　　　■環境整備
■子供の安全確保　■学校行事等の支援　■その他（放課後子ども教室支援）

統括的な地域
学校協働活動
推進員の数

配置人数 地域学校協
働活動推進
員の数

配置人数 連 携 団
体・企業
等2　人 4　人

ボランティア
の数

登録人数
属性

・地域住民（町内会関係者　地域団体関係者　
民生委員児童員　社会学級生　等）　・保護者600　人

参考 URL

ボランティアの登録数と実活動数の多さから、活動が地域に根づいている様子が良く分かります。スーパー
バイザーを核とした地域のネットワークづくりとして、他地域でも参考になる取組ではないでしょうか。ポイント

● 連絡先 仙台市立富沢小学校 ☎ 022-743-7303
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